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10月 17日 (日)海 の見える文化公園卜総合福祉セン

ター|こおいて、2004浜田市健康 ・福祉フェステイバルが

開催されました。健康チェックコーナーでは、大勢の人が

骨密度沢」定や健康相談などを受|すたり、健康ストレツチ

|こ参加し、気持ち良<体 を動かしていました。

■ 主な内容 ■|■|■|||||||||■|■|||||||||||■||||||■||||■|||■|■

◇ 「中国04総 添」男子ソフトボール競技………………………2・ 3

◇ あんしん歩行エリア……………………………・…… ……・…・4

◇ 11月9日 は119番の国です……………・……Ⅲ…… …………・5

◇ 子育て&健康ひろば…………………………………………………………10～13

源
田
市
市
民
憲
壼

昭
和
五
十
五
年
十
一
月
三
日
制
定

わ
た
く
し
た
ち
は
　
日
本
海
の
美
し
い
自
然
と

温
か
い
人
情
を
誇
る
浜
田
市
民
で
す

明
る
い
豊
か
な
浜
回
を
つ
く
る
た
め
に
　
一こ
の

憲
章
を
定
め
力
を
あ
わ
せ
て
進
み
ま
す

一　
き
ま
り
を
守
り
　
よ
い
習
慣
を
育
て

き
れ
い
な
住
み
よ
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

一　
働
く
喜
び
を
も
ち
　
産
業
を
お
こ
し

豊
か
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

一　
か
ら
だ
を
鍛
え
　
健
康
で

平
和
な
家
庭
を
つ
く
り
ま
す

一　
教
養
を
高
め
　
若
い
力
を
伸
ば
し

清
潔
で
活
力
あ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

一　
老
人
を
う
や
ま
い
　
こ
ど
も
を
大
切
に
し

明
る
い
社
会
を
つ
く
り
ま
す



男子ツフ瞬 ―ル競技
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平成16年度全国高等学校総合体育大会 浜 日市実行委員会事務局

市役所内 a内 線 468、 462 E mat isouta10city hamada shimane.jp

広報ほまだ :平成16年11月 1日 暑
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『あ れ した 歩 行 ェ E lデュ こ 1む?

市では、平成15年度から、高齢者や障害の

ある人など、誰もが安全で安心して快適こ歩

ける歩行空間ネットワークの構築を目指し、

市街地内の事故発生割合の高い上記の地区

|こあいて、「あんしん歩行エリア」をつ<つて

います。

※ 上記エ リアの人身事故 (平成 15年 )

件 数 重傷 軽傷

全 人 勇 事 故 1 42(47)

うち車対自転車 1 9(9)

うち車対歩行者 5 0(0) 5(5)

( )内 は人数

※ ヒ ヤリハット地図 :日常の生活の中で
Ⅲ
ヒヤリ

・
としたり

Ⅲ
ハット

Ⅲ
したりするなど危険と感じた箇所とその原因を記朝しを地図

第 1団ワークショップでは、「あんしん歩イ子工リア」内で 『交通安全総点検』を実施します。警察 ・行政と一緒|こ、

エリア内の道路や交差点などの事故発生箇所 ・危険箇所を点検してみませんか?

純策 の目裸

対策実施ェリア|こおいて、 5年 間で

○死傷事故件数を約2割抑止

○歩行者 ・自転車の死傷事故件数を約3割抑止

日時 11月 21日 (日)午 後 1時～4時 30分 (第1回)

集合場所 浜 田市役所 4階 講堂A

対象 地 図のエリア付近に住んでいる人

付近の学校|こ通挙中の子どもとその保護者

全 3回 のワークショップに参加できる人(いず

れも半日程度)

点検箇所 上 記 「あんしん歩行エリア」

募集人数 20人 程度 (参カロ希望が多数の場合は、地選

とさせてもらいます。)

申込方法 電 話、FAXまたはEメールで、参カロ者氏名と

連絡先を連絡して<だ さい。

申込締切日 11月 12国 0

胃

圏

□

，

―

‐

今
後
の
空
全
対
策
実
施
の
獲
め

今
後
、

地
域
の
普
さ
ん
の
協
力
を
得
て
、

３
回
の
ワ
ー
タ
ン
コ
ツ
プ
を
開
催
し
ま
す
。

対策の実施
第3回

ワークショップ

2月 下旬の休日

第2回
ワークショップ

1月 中旬の休日

第1回
ワークショップ

11月21日個)

交
通
安
全
総
点
検

工
リ
ア
内

の
交
通
安
全
総

点
検
や
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を

行
い
、

ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
地
図
（※
）

を
作
成
し
ま
す
。

ヒ
ヤ
リ
八
ッ
ト
地
図
の
完
成

こ
の
地
図
区
沿

っ
て

「あ
ん

じ
ん
歩
行
エ
リ
ア
」
内
の
事
故

多
発
箇
所

・
ヒ
ヤ
リ
箇
所
に
つ

い
て
、

地
域
の
普
さ
ん
の
意
見

を
聞
い
て
、

安
全
対
策
案
を
検

討
し
ま
す
。

↑

ま
と
め

，
意
見
交
換

対
策
最
正
備
に
つ
い
て
の
意

見
交
換
を
行
な
い
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

ワ
ー
タ
シ
ョ
ッ
プ
の
結
果
任

基
づ
き
、

浜
日
警
察
署
を
は
じ

め
関
係
機
関
と
緊
密
区
連
携
し
、

エ
リ
ア
内
の
交
通
安
全
対
策
を

行

っ
て
い
き
ま
す
。

申し込み ・問い合わせ先 「あんしん歩行エリア」交通安全総点検事務局

建設整備課土木係 (a内線424、 囲 ②6500、 E mai :Kensetsuseibi@city.hamada shimane jp

広報ほまだ :平成16年11月 1日暑



11月9日 は119番 の日です
火事や救急、交通事故などで 119番 通報する場合ほあわててしまいがちです。

しかし、消防車や救急車がすばや<出 動し災害|こ対応するため|こは、あなたの通報が頼りです。

緊急のときこそ、落ち着いてしつかりと情報を送って<だ さい。

電話機の近<|こ自分の住所、名前、目標物などの必要な情報を書いて貝占ってお<と いざという

とき|こ役|こ立ちます。(下の欄|こ魅要事項を記入し、切り取つて利用して<だ さい。)

携帯電話からの 119番 通報は、まず益日消防署 (―郡の地域ほ出雲消防署)|こ入りますので、

次のこと|こ注意して<だ さい。

。まず、通報している市町村名を伝える。(ここで浜日消防署へ転送されます。)

・浜田消防署へ転送されてから町内や地名、目標物などを伝

える。

・運転中の場合は、安全な場所 こ停車してから通報する。

,通報 している場所が不明、または電波状態が不良の場合

は、近<の 公衆電話や一
般加入電話から通報する。

(浜日地区消防本部)

………………………す…………………………………………………………………… キ リトリ線

はい、119香 消防署です。火事ですか、救急ですか?

あなたのお名前と今お使いの電話番号を言ってください。

火事です。 ま たよ 救 急です。

場所はどこですか?近 くに目標物はありますか?

浜田市

目標 よ

何が燃えていますか? 誰 がどのような状態ですか?

(炉」)コ ンロのてんさら油が燃えています。

(lSl)65歳の父が急こ倒れて意識がありません。

電話番暑 よ

わかりました。直ちにそちらに向います。

広報ほまだ :平成16年11月 1日暑



犬

・
猫
は
正
し
く

飼
い
ま
し
よ
う

最
近
、

犬

・
猫
を
飼
う
人
が
増
え

て
お
り
、

こ
れ
区
伴
い
飼
い
方
を
め

ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
も
増
え
て
い
ま
す
。

他
人
区
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
十
分

な
心
配
り
と
正
し
い
し
つ
け
を
し
ま

し
よ
一つ
。

・
犬
の
フ
ン
の
後
始
末
や
鳴
き
声
、

猫
の
放
し
飼
い
な
ど
周
り
区
迷
惑

を
か
け
な
い
よ
う
ほ
飼
い
ま
し
よ

一つ
。

・
飼
い
犬
ほ
か
ま
れ
る
事
故
が
発
生

し
て
い
ま
す
。

犬
ほ
綱

（鎖
）
な

ど
で
つ
な
ぎ
、

室
内
犬
も
外
睦
放

れ
な
い
よ
う
ほ
し
て
＜
だ
さ
い
。

・
犬
や
猫
が
飼
え
な
＜
な
っ
た
揚
本奮
ほ

適
正
に
飼
え
る
人
区
譲
り
ま
し
よ

一２

ど
う
し
て
も
そ
れ
が
で
き
な
い

と
き
ほ
保
健
所
ほ
引
き
取
り
を
求
め

て
／Ｒだ
さ
い
。

捨
て
犬

・
捨
て
猫
ほ

絶
対
ほ
や
め
て
／くだ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　
環
境
課
環
境
保
全

係

（な
内
線
２
５
６
）

火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎

え
る
た
め
、

１１
月
９
日
か
ら
１５
日
ま

で
の
７
日
間
、

全
国
で

一
斉
ほ
秋
の

火
災
予
防
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

【運
動
の
重
点
目
標
】

消
防
法
改
正
を
踏
ま
え
た
住
宅
防
火

対
策
の
推
進

住
宅
火
災
に
よ
る
高
齢
者
な
ど
の

受
害
時
要
援
護
者
の
逃
げ
遅
れ
に
よ

る
死
者
の
発
生
を
防
止
す
る
。

放
火
火
災

・
連
続
放
火
火
災
予
防
対

策
の
推
進

放
火
さ
れ
な
い
環
境
づ
＜
り
を
推

進
す
る
た
め
、

町
内
会
な
ど
が

一
体

と
な

っ
て
対
策
を
推
進
す
る
。

消
火
器
の
適
切
な
維
持
管
理
の
推
進

消
火
養
の
不
適
切
点
検
Ｅ
係
る
予

防
策
を
周
知
し
、
ト
ラ
ブ
ル
情
報
の

伝
達
添
制
を
構
築
す
る
。

①
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
の
発
生
を

防
止
す
る
た
め
の

「
い
の
ち
を
守

る
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
」

３
つ
の
習
慣

・
寝
た
ば
こ
は
、

絶
対
や
め
る
。

・
ス
ト
ー
ブ
は
、

燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

・
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
側
を
離
れ
る

と
き
は
、

ら
ず
火
を
消
す
。

４
つ
の
対
策

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、

住
宅

用
火
災
警
報
機
を
設
置
す
る
。

・
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ

た
め
に
、

防
糞
製
品
を
使
用
す

る
。

・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
ほ
消
す
た
め

ほ
、

住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置

す
る
。

・
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人

を
守
る
た
め
ほ
隣
近
所
の
協
力
体

制
を
作
る
。

※
　
運
動
期
間
中
は
午
後
９
時
に
サ

イ
レ
ン
３０
秒
を
‐
回
鳴
ら
し
ま
す

の
で
、

お
や
す
み
前
に
も
う

一
度
、

文
の
元
を
点
検
し
ま
し
よ
う
。

（浜
日
地
区
消
防
本
部
）

《消防サイレン信号》

～著えよう森林・農地の大切さ～

ひとときもかかせない空気がな<な ることを想像で

きますか?大切な働きをしている緑の空間がな<な る

ことを者えたことがありますか?

森林と農地、それを守り育ぬ農山村地域の果をす役

割ほとても重要であり、私たちの生活[欠 <こ とので

きないものです。

森林や農地が広がる農山村地域、私たちのふるさと

を守つていきましょう。

ふるさとが、あなた|こ気付かれるのをじつと待って

います。森林 ・農地の大切さを身近なこととして、一

緒|こ者えましょう。

①ll月ほ「もりとるるさと月間」、18日は「もりとる、る

さとの日」です。

問い合わせ先 国 土保全奨励制度全国研究協議会事務

局 宮 崎県環境森林部山村 ・本材振興課

(a0985/7157、  匝 90985に )7314)

http://www.Kokじdohozen.」p

信暑別
演 習 収 集

信 号

火 災 注 意

信 号

火 災 警 報

信 暑
火 災 信 暑

種別 米受警報発令信号
消防職団員の招集

信号

サ信

イ

レ

ン暑

●15秒吹鳴

16秒 休止

●

|

30秒吹鳴 ●30秒吹鳴

16秒 休止

●

|

● 5秒 吹鳴

16秒 休止

●

|

回数| 5 回 1 回 2回 10回以上

目

　

　

　

的

消防演習のため消

防職団員を招集す

るときこ吹鳴しま

す。消防出初式の

とき|こも吹鳴しま

す。

春秋の火災予防運

動中警火心の高場

を図るため夜 9時

こ吹鳴します。

空気が乾燥し火災

の起こりやすい気

象状況|こなったと

き吹鳴します。

火災が発生し緊急

こ消防職団員の招

集の必要があると

き吹鳴します。

広報はまだ :平成16年11月 1日暑



市 立 田 書 館

暴力の世界地図 藤 田千枝

世界の実惰をリアル|こ伝えるデー

タマツプシリーズです。日本で生活

しているだけでは見えてこない、世

界の多様性と共生の価値観を伝えま

す。総合学習|こも最適です。今回の

テーマは 「暴力」です。

身のまわりの危ないことQ&A 電 力中央研究所

「ケータイ電話をいつも持つてしヽるとがん|こな

る」とか、「地球温暖化で氷河期が<る 」など、最

近いろいろなことがいわれています。しかし本当

にそうなのだろうか?最新の情報からいつもの生

活にある不安|こついて常識の 「うそ」を見つけ、

「ホントJの 話をするど<教 える本です。

開館時間

月～金

土 ・国

11月 の休館日

電話番号

9!00へ″19:00

9100～ 17:00

3 日 ' 2 3 日・3 0 日

22‐0480

■
大
人
向
け
の
本
田

臆
病
者
と
呼
ば
れ
て
も

マ
ー
カ
ス

・
セ
ジ
ウ
ィ
ク

崩
れ
る
日
な
に
お
も
う
　
　
白
川
道

海
の
仙
人
　
　
　
　
　
　
絲
原
秋
子

ネ
フ
ィ
リ
ム
　
　
　
　
　
小
林
泰
三

リ
ー
ラ
　
　
　
　
　
　
　
玄
侑
宗
久

ア
サ
シ
ン
　
　
　
　
　
　
新
堂
冬
樹

お
は
な
し
の
日
　
　
　
　
安
達
千
夏

白
バ
ラ
四
姉
妹
殺
人
事
件鹿

島
日
真
希

愛
す
る
能
力
　
　
　
　
瀬
戸
内
寂
聴

ブ
ッ
シ
ュ
の
野
望
　
サ
ウ
ジ
の
陰
謀

ク
レ
イ
グ

・
ア
ン
ガ
ー

田
子
ど
も
向
け
の
本
■

山
の
か
ぼ
ち
ゃ
運
動
会
　
０取
上

一
平

子
ど
も
の
す
き
な
神
さ
ま

新
美
南
吉
の
会

星
空
か
ら
来
た
犬

ダ
イ
ア
ナ

・
ウ
ィ
ン
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ

な
い
た
　
　
　
　
　
中
川
ひ
ろ
を
か

に
ょ
き
に
よ
き
　
　
　
多
日
ヒ
ロ
ン

ぼ
く
、

グ
ジ
グ
ジ

チ
エ
ン
　
チ
ー
ユ
エ
ソ

す
き
す
き
ち

ゅ
イ
ア
ン

・
ホ
ワ
イ
ブ
ラ
ウ

ま
―
く
ん
と
く
ま

ジ

エ
ズ

・
才
―
ル
バ
ラ

わ
た
し
の
く
ま
さ
ん
に

デ

三
ス

・
ハ
ン
ュ
レ
イ

ジ

ュ
ー
ル
と
セ
ザ
ー
ル

エ
リ
ツ
ク

・
バ
テ
ュ

秋の読書週間行事のお知らせ
図書館では、秋の読書週間|こあわせ、いろいろな行事を計画しています。多<の 普さんの参カロをお待ちしています。

主
寸日 容内

11月 1日 偶)～ 15日 偶)

午前 9時 ～午後 了時

(土、国ほ午後 5時 まで)

○手作り絵本の展示会

夏休み|こ絵本作り語習会で作った子どもたちの作品の展示です。

①浜田出身者 (現在活躍中)の 作品展示

①04総 体資料展

11月6日 位)

午前10時～11時

○おはなしマラツン

大好きな
“
おはなし

"を
マラソンのよう|こ読みつないでいきます。バラ

ェティ|こ富んだおはなしが楽しめます。あはなしをしてもらえる人も同

時|こ募集しますので、図書館 (谷②0480)ま でご連絡<だ さい。

11月7日 (日)

午前 9時 30分～午後 58寺

① 「本のリサイクル市」

家庭で不要になった不を持ち寄 りました。必要な人はぜひ再利用 して<

ださい。不要な本は 6日 まで|こ随時図書館までお持ち<だ さい。

11月13日仕)

午後 5時 ～7時 7分

①映画上映会 「アニー」

孤児のア三一は、その暗い境遇|こも負けない明るい活発な安の子。そんな

彼女はある国大富豪と暮らすこと|こ。優 しさと希望のミュージカル映画。

11月14日 (日)

午後 5時 ～ 6時 45分

○映画上映会 「クレイマー ・クレイマー」

離婚して初めて、6才 |こなる息子を理解し蛤めるテツド。親子の深い愛、彼

ほ初めて親であることの滴足感|こ満たされる。その時、妻が帰つてきて…。

「グループ・エルマー」のブツクトーク

対象 /」ヽ学生

テーマ お ひめさま

テーマにそつた本をを<さ ん紹介します。

日時 11月 20日位)午 前10時～11時

場所 図 書館 あ は/s‐しの部屋 (1階 )

広報ほまだ :平成16年11月 1日昌



幕
末
の
動
乱
の
中
で
長
州
軍
の
政

撃
で
自
焼
退
城
し
た
旧
浜
田
藩
の
家

臣
で
あ

っ
た
岩
国
家
か
ら
寄
託
さ
れ

を
遺
品
展
が
、

市
郷
土
資
料
館
で
開

か
れ
て
い
ま
す
。

″
松
平
右
近

将

監
家
と
そ

の
家

臣

・
岩
田
家
寄
託
品
披
露
展
″で
す
。

昨
年
２
月
ほ
、

土
井
博
前
市
議

の
永

年
の
尽
力
ほ
よ
り
、

二
重
県
名
張
市

在
住
の
岩
日
長
郎
さ
ん
か
ら
、

百
点

を
超
え
る
寄
託
が
あ
り
、

こ
の
ほ

ど
、

そ
の
資
料
の
解
明
を
終
え
て

一

般
公
開
と
な
り
ま
し
た
。

岩
国
家
は

水
戸
徳
川
家
の
分
家
で
あ
る
石
岡
藩

（茨
城
県
石
岡
市
）
の
家
臣
で
し
た

が
、

享
保
‐３
年

（
一
ｔ
二
八
）
、

仕
え

て
い
た
松
平
武
元
が
松
平
右
近
将
監

家
の
三
代
藩
主
区
迎
え
ら
れ
、

岩
日

家
も
家

臣
と
な
り
ま
し
た
。

そ
し

て
、

岩
日
家
六
代
長
貞
ほ
天
保
７
年

（
一
八
三
六
）
睦
藩
主
の
転
封
区
伴
い

館
林
か
ら
浜
日
へ
入
り
ま
す
。

慶
応

２
年

全

八
六
六
）
の
第
二
次
長
州
征

伐
で
は
番

頭
と
し

て
出
陣
し
ま
す

が
、

扇
原
関
門
な
ど
の
″

益
日
の
戦

い

″
で
敗
れ
、

そ
の
後
、

浜
日
の
青

□
台
場
を
望
お
山
上
ほ
布
陣
す
る

も
、

浜
日
城
か
ら
の
自
焼
退
城
と
な

り
、

飛
領

地

の
あ

る
津
山

へ
の
大

挙
移
動
と
な
り
ま
す
。

こ
の
を
び
寄
託
を
受
け
た
遺
品
ほ

甲
冑
や
刀
や
陣
羽
織
な
ど
の
武
具
、

鞍
や
鐙
な
ど
の
馬
具
、

袴
や
株
や

印
籠
な
ど
の
身
区
付
け
る
物
の
他
ほ

古
文
書
な
ど
、

膨
大
な
数
区
な
り
ま

す
。

（市
教
委
資
料
よ
り
抜
粋
】
こ
れ

ら
の
資
料
ほ
、

浜
日
藩
ほ
お
い
て
重

貢
を
担

っ
た

一
つ
の
家

（武
家
）
に
所

有
さ
れ
る
武
具

・
馬
具
類
な
ど
が
、

比
較
的
ま
と
ま

っ
て
伝
え
ら
れ
て
い

る
点
が
大
き
な
特
徴
で
す
。

甲
冑
を

は
じ
め
と
す
る
武
具
類
ほ
も
と
よ

り
、

馬
具
類
が
含
ま
れ
て
い
る
点
ほ

注
目
さ
れ
、

ま
た
、

日
常
的
に
用
い

ら
れ
る
袴
な
ど
の
衣
服
類
も
興
味
深

い
も

の
で
す
。

古
文
書

に

つ
い
て

は
、

退
城
後
の
様
子
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

岩
日
家
の
沓
一料
は
、

江

戸
時
代
の
浜
日
や
浜
日
藩
の
こ
と
を

具
体
的
Ｅ
知
る
上
で
貴
重
な
沓
一料
で

岩
国
家
遺
品
展
の
開
会
式
任
ほ
、

岩
日
長
郎
さ
ん
夫
妻
と
家
族
の
営
さ

ん
も
駆
け
つ
け
大
変
喜
ん
で
い
た
だ

き
ま
し
た
。

遺
品
展
ほ
１１
月
２３
日
ま

で
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、

是
非
ご

覧
＜
だ
さ
い
。

お充範ですか③

浜日市長 宇 津徹男

■1意見をお1寄せ|くださ―ヽヽま|1市長IE IいうHI"ちyOr@IⅢyⅢ'いう0ユヽ 41Ⅲ,|■ip

農
地
の
貸
し
借
り
や

転
用
す
る
と
き
に
は

申
請
が
必
要
で
す

農
地
の
隻
貸
僧

・
使
用
貸
借
を
す

る
際
区
は
、

利
用
権
設
定
申
出
書
の

提
出
が
必
要
で
す
。

提
出
し
て
か
ら

農
地
の
貸
し
借
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

最
近
、

耕
作
が
さ
れ
ず
に
車
が
繁
茂

し
周
辺
の
農
地
区
悪
影
響
を
及
ほ
し

て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ

う
な
こ
と
を
無
＜
す
た
め
に
も
農
地

を
借
り
を
い
、

ま
た
は
、

貸
し
た
い

と
い
う
人
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

農
業

委
員
会
ほ
ご
相
談
＜
だ
さ
い
。

ま
た
、

農
地
を
農
地
以
外
の
目
的

（個
人
住
宅

・
駐
車
場

。
沓
一材
置
場

な
ど
）
に
転
用
す
る
場
合
は
、

許
可

申
請
が
必
要
で
す
。

申
請
の
受
付
ほ

農
業
委
員
会

で
行

っ
て
い
ま
す
の

で
、

許
可
を
受
け
て
か
ら
農
地
転
用

を
行
っ
て
＜
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　
由辰
業
委
員
会

（ａ
内
線
２
３
５
）

期
日
　
１１
月
１１
日
側
～
３０
日
側

運
動
の
重
点

①
飲
酒
運
転
の
危
険
性

・
反
社
会
性

の
同
知

②
飲
酒
運
転
追
放
軍

一な
い
運
動
」
の

推
進

市
民
の
曽
さ
ん

一
人
ひ
と
り
が
交

通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
、

正
し
い
交
通

マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
づ
け
、

「飲

ん
だ
ら
乗
ら
な
い

。
乗
る
な
ら
飲
ま

な
い

・
乗
る
な
ら
飲
ま
せ
な
い
」
の

「
三
な
い
運
動
」
を
推
進
し
、

地
域

ぐ
る
み
で
飲
酒
運
転
を
追
放
し
ま

し
よ
一つ
。

問
い
合
わ
せ
先
　
総
務
課
防
災
交
通

係

（
な
内
線
３
２
５
）

〓
ギ
≡
≡

自
賠
責
保
険

・
共
済

の
期
限
は
切
れ
て
い

ま
せ
ん
か
？

〓

■

〓自
賠
責
保
険

・
共
済
は
、

万

一
の

交
通
事
故
の
際
の
基
本
的
な
対
人
賠

償
を
目
的
と
し
て
、

原
動
機
付
自
転

へ
ぐ
）、
く
）、
く
）、
く
）ヽ
Ｃ
Ｐヽ
Ｃ
）ヽ
ぐ
）ヽ
Ｃ
）ヽ
ぐ
ビヽ
Ｃ

）″
，

）″
，

・″
ヽ

車
を
含
お
す
べ
て
の
自
動
車
ほ
加
入

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

特
に

車
検
制
度
の
な
い
原
動
機
付
自
転

車

・
２
５
０

ｃｃ
以
下
の
軽
二
輪
自
動

車
は
、

期
限
切
れ
、

か
け
忘
れ
に
ご

注
意
を
！

丁
汁
一０
＼̈
＼
〓
〓
〓
　
」
一σ
ω
一・
」ｏ

夕しわ″ゥ)夕し,夕し ″ヽウら″し)″し)″し'″ウ)″‐)夕し ″ヽしう″ウう″ウヴウズやヽ・やヽ て0ヽ てやヽ (

このたび、新市会 (治和町岡日輝彦会長)で は、財団法

人自治総合センターのコミュ三テイ動成事業 (宝<じ 助成

事業)を 活用して、「神輿」を新た|こ製作 ・購入しました。

今後、この神輿を活用し、治禾□神社炉」大祭の活性化を図

るととも|こ、地域のコミュ三テイ活動の活性化と自主的な

地域運営|こ向けをさまざまな取組みを進めることとして

います。

(地域政策課)

″

″
)

″
)

″
)

″
)

″
)

″

″
)

″
,

5
ヽ

う
ヽ

お
ヽ

一 ・・・・・
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事
業
主
の
皆
さ
ん
ヘ

年
末
調
整
説
明
会
を

開
催
し
ま
す

平
成
１６
年
分
の
年
末
調
整

の
仕

方
、

法
定
調
書
や
市
町
村
の
給
与
支

払
報
告
書
の
記
載
と
提
出
ほ
つ
い
て

の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
出

席
し
て
＜
だ
さ
い
。

日
時
　
１１
月
１２
日
０

午
前
の
部
　
１０
時
～

午
後
の
部
　
２
時
～

※
　
ど
ち
ら
か

一
万
に
出
席
し
て
＜

だ
さ
い
。

場
所
　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ
先
　
浜
日
税
務
署

（な
②
０
３
６
０
）

所
得
税

・
住

民
税

の

障
害
者
控
除
に
使
用

す
る
認
定
書
を
交
付

し
ま
す

介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
を
受
け

て
い
る
人
は
、

所
得
税
や
住
民
税
の

障
害
者
控
除
の
対
象
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

要
介
護
認
定
者
ま
た
ほ
要
介
護
認

定
者
を
扶
養
し
て
い
る
人
で
、

障
害

者
狸
除
対
象
者
認
定
書
の
交
付
を
希

望
す
る
人
は
、

健
康
長
寿
課

（１
階

⑩
番
窓
□
）
ま
で
ご
相
談
＜
だ
さ
い
。

な
か
、

す
で
Ｅ
障
害
者
控
除
対
象

者
認
定
書
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

は
、

そ
の
話
定
書
を
お
使
い
＜
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先
　
健
康
長
寿
課
高
齢

者
福
祉
係

（奮
内
線
１
５
２
・
１
５
３
）

身
体
障
害
者
な
ど
の
人
に

対
す
る
軽
自
動
車
税

減
免
制
度
の
改
正

平
成
１７
年
度
よ
り
減
免
制
度
が
改

正
さ
れ
ま
す
。

１
減
免
す
る
自
動
車
の
所
有
の
要
件

を
緩
和

こ
れ
ま
で
は
身
体
障
害
者
の
所
有

で
し
た
が
、

自
動
車
な
ど
を
所
有
し

て
い
な
い
場
合
は
、

生
計
を

一
に
す

る
人
の
所
有
す
る
軽
自
動
車
も
対
象

と
な
り
ま
す
。

例
と
し
て
ヽ

‐８
歳
未
満
の
人
は
、

今
ま
で
‐８
歳
を
迎
え
た
年
度
の
３
月

末
ま
で
に
本
人
の
所
有
Ｅ
名
義
変
更

す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
が
、

今
後

は
、

引
き
続
き
生
計
を

一
に
す
る
人

の
所
有
で
よ
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

２
減
免
す
る
軽
自
動
車
の
運
転
者
の

要
件
を
拡
大

平成15年度の税制改正 こより、消費税の事業者免税点が3,000

万円から1,000万 円|こ、簡易課税制度の適用上限が2億円から

5,000万 円こ、それぞれヨき下|ザられました。

個人事業者で、平成15年分の課税売上高が1,000万円を超える人は、

平成17年分|こおいて消費税の課税事業者となります。新目こ課税事業者

となる人は、「消費税課税事業者届出書」を提出する必要がありますの

で、

また、平成17年分消費税の申告 ・納付は、平成18年3月 31日ま

で|こ行うこと|こなりますが、

①日々の記帳を適切に1

申告 ・納付すべき消費税を正し<計 算するため|こは、国々の取喜

の状況を記帳してお<必 要があります。

ないこととされています。

問い合わせ先 浜 囲税務署 (a② o360)

精
神
障
害
者
本
人
が
運
転
す
る
場

合
も
減
免
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

※
　
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
＜
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先
　
税
務
課
市
民
税
係

（ａ
内
線
１
２
３
）

独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業
特

別
基
金
で
は
、

次
の
人
に
内
閣
総
理

大
臣
名
の
書
状
な
ど
を
贈
呈
し
て
い

ま
す
。

①
対
象
者

・
旧
軍
人
軍
属
で
恩
給
な
ど
を
受
け

て
い
な
い
、

い
わ
ゆ
る
恩
給
欠
格

者
・
終
戦
に
伴
い
、

不
邦
以
外
の
地
域

か
ら
引
き
揚
げ
て
き
た
人

（た
だ

し
、

請
求
期
限
は
平
成
１７
年
３
月

３‐
日
）

請
求
書
類
ほ
市
役
所
２
階
福
祉
総

務
課
の
窓
□
に
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
独
立
行
政
法
人

平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金

（な
０

１

２

０

‐

２

３

４

‐

９

３

３

す
一
洋
ｏ
い＼
＼
〓
〓
〓
・
丁
①
一〓
Φ
・
∞
〇
　
」０
）

対
象
　
看
護
師

・
准
香
護
師
免
許
を

有
し
、

平
成
１７
年
３
月
３‐
国
現
在

で
６４
歳
以
下
の
人

募
集
人
員
　
１
人

勤
務
日
　
日
躍
日

・
休
日

（１
月
１
日
は
除
＜
）

午
前
１０
時
～
午
後
４
時

※
　
交
替
制
勤
務

勤
務
場
所
　
市
役
所
地
階
休
日
応
急

診
療
所

提
出
書
類
　
履
歴
書
、

看
護
師
ま
た

は
准
看
護
師
免
許
証
の
写
し

申
込
締
切
日
　
１１
月
３０
日
側

問
い
合
わ
せ
先
　
福
祉
総
務
課
医
療

対
策
係

（奮
内
線
２
１
６
）

島根県最低賃金のお知らせ
県内の事業場|こ使用されるすべての労働

者|こ適用される島根県最低賃金は次のとお

りです。

時間額 610円 (平成16年10月1国以降)

問い合わせ先 島 根労働局労働基準部隻金室

(な0852① l158)、 浜日労働基準

監督署 (奮② 1840)

広報はまだ :平成16年11月 1日 暑



◇
大
人
の
皆
さ
ん
ヘ

青
少
年
の
育
成
は
、

大
人

一
人
ひ

と
り
の
貢
務
で
す
。

①
家
庭
に
お
い
て

子
ど
も
た
ち
の
基
本
的
な
人
格
形

成
に
は
、

大
入
自
勇
に
貢
任
が
あ
る

こ
と
を
自
覚
し
ま
し
よ
う
。

基
本
的

な
生
活
態
度
や
社
会
規
範
を
子
ど
も

た
ち
に
伝
え
て
い
＜
こ
と
が
大
切
で

す
。

①
地
域
社
会
に
お
い
て

言
少
年
は

「地
域
の
宝
で
あ
り
、

一
人
ひ
と
り
が
か
け
が
え
の
な
い
存

在
で
あ
る
」
と
い
う
認
識
に
立
ち
、

地
域
住
民
み
ん
な
で
共
に
感
じ
、

学

び
、

育
お
と
い
う
関
係
を
築
い
て
い

き
ま
し
よ
う
。

◇
青
少
年
の
皆
さ
ん
ヘ

同
世
代
や
異
世
代
の
仲
間
を
ち
と

一
緒
に
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、

職

業
体
験
、

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
社
会
参
加

活
動
ほ
積
極
的
に
参
加
し
、

い
ろ
い

ろ
な
人
間
関
係
を
通
じ
て
、

「社
会

性
」
。
「主
体
性
」
を
育
み
ま
し
よ
う
。

（福
祉
総
務
課
）

島
根
県
ひ
と
り
親
家
庭

弁
護
士
相
談

対
象
　
母
子
家
庭

・
父
子
家
庭

・
寡

婦
な
ど

内
容
　
①
養
育
費
の
取
り
決
め
や
履

行
の
確
保
　
②
消
費
者
金
融
や
悪

徳
商
法
　
③
そ
の
ほ
か
法
律
的
知

識
を
必
要
と
す
る
問
題

日
時
　
１１
月
別
日
側
　
午
後
１
時
３０

分
～
３
時
３０
分
　
１
人
当
た
り
３０

分

（１
日
当
た
り
４
人
）

場
所
　
い
わ
み
―
る

料
金
　
無
料

※
　
相
談
は
１
人
１
回
Ｅ
限
り
ま
す
。

相
談
の
予
約
　
１
人
あ
た
り
の
相
談

時
間
は
３０
分
ほ
限
ら
れ
ま
す
の

で
、

相
談
を
受
け
た
い
場
合
に

は
、

相
談
日
の
２
週
間
程
度
前
ま

で
に
電
話
で
予
約
し
て
＜
だ
さ

卓
　
　
■
　
　
≡

申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ
先
　
働
島

根
県
母
子
会
連
合
会

（ａ
０
８
５
２
②
５
９
２
０
）

ル タ

１１
目
け
全
国
言
”
年
健
全
育
成
強
調
日
間
で
す

―
次
代
を
担
う
喬
少
年
が
心
動
と
も
ほ

健
や
か
Ｅ
成
長
す
る
こ
と
を
願

っ
て
―

今回の11月1日暑から、「子育て」と 「健康」|こ関する記事をまとめて、「子育

て&健 康ひろば」としてコーナーを設けることにしました。このコーナーでは、

保健師をはじめとする市職員が、市民の巻さんから日ごろ聞いている疑問などこ

ついて、Q&Aや コラムとして掲載してい<予 定|こしてしヽます。

〈11月の予防接種〉
医療機関|こ予約をして指定された期国に受|すて<だ さい。(  )内 は対象年齢

三種混合(生後 3か 月から)、麻しん(1歳から)、風しん(1歳 から)、日本脳糞(3歳から)

ツベルクリン反応検査・BCG(11月) 生 後 3か 月から

反応検 483寺間以内

◎日本脳炎の予防接種は11月末で終了です。まだの人は早めに接種しましよう。

問い合わせ先 子 育て支援課児童家庭係 (a内線 162、  167)

乳幼 児 等 医療 費 助 成 制 度 につ い て

1.助 成対象

① O歳 から 3歳 未満の乳幼児|こかかつた

「入院 ・外来」の医療費

② 3歳 から就学前の児童が 「入院」したと

きの医療費

③就学後から20歳未満の人が 「ぜんそ<等

5疾 患群|こかかる 1か月未滴の入院」を

したときの医療費

2.自 己負担額

① 「月ごと ・医療機関ごと」|こ1,000円

② ・③ 「総医療費」の 1割 (上限ほ15,000

円)

※ 助 成を受け〕こは、申請が必要です

3.申 請に必要なもの

① ・②の対象者 健 康保険証 ・印鑑

※ す で|こ「喜し幼児医療費受給資格証」を

持つている人は必要ありません。

③の対象者 健 康保険証 ・印鑑 ・領収書 ・

ぜんそ<等 5疾 患群|こ係る医療意見書

申請 ・問い合わせ先

福祉総務課保険係 (な内線 157)

ツベルクリッ反応期 会  場 ラ イ寸 障 闇 BCG貝月日 会  場  。  R寺  閣

11月22日個) 石見公民館 午後1時30分～2時10分 11月24団 体)
判定およびBCG接種は、市内の小児科で個局」こ実

施します。電話で予約をして受|すて<だ さい。

※ リ ベ 川ノつ サツ序麻緯杏 削 8 R寺闇 以内 え半 庁 ますので,ジ、ずBCG権揮かヨけて<だ さい。

広報ほまだ :平成16年11月 1日暑



1 1 月 子 育 て 角 レ ン ヴ
ー

場所はすべて子育て支援センター 「すくすく」です。

*毎週月 ・金ほ手し幼児健康相談国  受 付時間 午 前 9時 ～11時
*毎週日躍日ほ休館日です。    *事 し児 ・1歳 6か月児 ・3歳児健診の該当者|こは事前|こ|□人通矢□します。

申し込み・問い合わせ先    ☆    子 育て支援課 児 童家庭係 (a内線 162・ 167)
マークなし 子 育て支援センター (奮拒□②1253)

目 火 水 木 金 土 ロ

Z
チューリップ球根植え

10:30-11:30

おもちゃの病院

13:00-15:00

★ 1歳 6か 月健診

H15年4月 生まれ

4
なんでも相談の日

9:30-/11,00

Ｅ
フ

ム
０

０
０ 9 10

ひよこの会

(トーク&交 流会)

10:30-12:00

Q

11
★乳児健診

H16年6月生まれ

Ｚ８
１
， 1チ

いもほり

13:30-14:30

ヽ
は

Ｅ
ブ

８
〓
〓 16

おもちゃの病院

13:00-15100

可
ｆ 18

★3歳児健診

H13年7月生まれ

Tl,
ここるころ

10:00-11:00

m

20
★ママパパ学級

10:00-11 :

22 Z4
食育ミニ講座

(幼児食)

10i30-11:30

Ｅ
ブ

，
Ｌ ZI

音楽リズム遊び

1歳半以上

10:00-10,30

1歳半未満

11,00‐/11:30

Z7
おっぱいの日

9130-12,00

亜

やきいも会

10:00-12:00

Z9
ｎ
ｕ

，
″ 惣ガ簿き

なんでも相談の日

9 : 3 0 ‐/ 1 1 , 0 0

やきいう会
27日仕)

10:00-12:00

参加料 親 子 1組

100円

おっげいの日
27日(土)

9:30/ Vヽ12:00

母子しに関する様々な悩みこ

動産師が対応します。

侵育ミエ講座
24日 (水)

10:30-11:30

秋野菜を使つて和風料理

|こ親しみましよう。

広報はまだ :平成16年11月 1日暑
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: 普 通 ム 高 系 と 言 考 廷 旨 の ? i

ぐ

策

諸

春

表

繋

ヰ

轟ヲ

詰

諫

キ

轟襲

鶉寵

釦

欝韓

ぷ

誌

そ

瓢

醐

創

お

そ

鶴鶴

チ

る

懲

ポ

誂

誂

鵠寵

諸

勲

ね

ぱ

誂

轟寵

誂

蕨

や

お

鵠襲

諾

レ韻

※ 献 血時|こ使われる採血針や採血バックは一人ひとり新しいものを使用

してしヽますので、他の献血者から肝糞やエイズなどの病気がうつる心配

はありません。

《胃がん検診》対象:4嚇以上  受診料:1,100円

胃がん検診ほ空腹状態でないと受診できません。国保力B入者ほ無料です

(保険証が魅要ですのでご持参<だ さい)。

生活保護(市 民税非課税世帯および70歳以上の人は受診料が免除されます。

問い合わせ先 健 康長寿課健康推進係(a内 線 164、 166)

普通の風邪とイン

フルエンザほ症】犬|こ

多少の類似性はある

ものの、疾病として

は全<違 うものです。

インフルエンザほイ

ンフルエンザウイルスこよるもので、

38度～39度以上の発熱、頭痛、関節痛、

筋肉痛など全身症状が強<、あわせ

て普通の1重那と同じようなのどの痛み、

昇沖などの症】犬も見られます。さら|こ、

気管支糞、肺糞などを併発し、重症化

するのが特徴です。また、インフルエ

ンザは流行1生疾患であり、いつたん

流行が始まると短期間|こヨし幼児から

高齢者まで膨大な数の人を巻き込ぬ

という点でも普通の風邪とは異なり

ます。

(インフルエンザ084Aより)
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

広報はまだ :平成16年11月1日暑
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12

剛哲シツ互じ
(健康長寿課)

ただのかぜ』こあきく第ない

●38～40度の急な発熱         |

●筋肉痛 ・関節痛などの全身症状

●悪寒  ● 頭痛  ● 倦怠感

効果が出るまで2週間程度かかるのでできる

・うがいと手洗いをしましよう  。 部屋の乾燥を防ぎましよう

・人ごみを避けましょう     。 マスクをつ|すましょう

。十分な栄養と休養をとりましよう

と<|こ、高齢者や幼児では命|こ関わる合併症をBき 起こすことがあります。ポイント

1の ような症状がみられインフルエンザが疑われるときは、早め|こ医療機関を受診しま

しょう。また、処方された薬ほ必ず医師の指示を守って服用しましよう。

ポ ト 予硫の基本 3原 則

ポ   ト 『か角1った力Lむ』こ思ったら早めに要診を

11月 献血日程 (全血献血)
1 1月 献血会場 町 名 専 イ寸 時  間

1 8日(本)

日不道路公団

浜日管理事務所

浜日ガス

右東スズキ

浜田准看護学校

高 佐 町

港  町

朝 日 町

松 原 町

午前 9時 ～100寺20分

正午～午後 0時 50分

午後 18寺40分～ 28寺30分

午後 3時 20分～ 5時

24日(水)

山陰ナシヨナル

浜日営業所

日本ケーブル

ンステム島根

西川病院

下 府 町

下 府 町

港  町

午前98寺30分～11時

午前11時50分～午後 08寺50分

午後 2時 30分～48寺30分

11月26日 C)
午前 8時 30分～ 9時 久代公民館

午前 10時～10 8守3 0分 国分自治会館

11月29日 個)
午前 8障 30分 ′ヽマ9肝 ペアーレ浜日

午前10時～10時30分 浜日市民集会所 (第2会 議室)



一‥

健

康

個

識

①
健
康
相
談

血
圧

・
添
悩
肪
測
定
、

健
康
相
談

日
時
　
月
躍
日
と
金
躍
日

午
後
１
時
～
３
時

場
所
　
市
役
所
地
階
健
康
相
談
室

①
糖
尿
病
相
談

保
健
師

・
栄
養
士
任
よ
る
相
談

日
時
　
１１
月
１０
日
側

午
後
１
時
～
５
時

場
所
　
市
役
所
地
階
健
康
相
談
室

※
　
予
約
し
た
時
間
Ｅ
来
て
＜
だ
さ

い
。

申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ
先

健
康
長
寿
課
高
齢
者
福
祉
係

（
否
内
線
１
５
３
）

浜
日
医
療
セ
ン
タ
ー

（ａ
②
２
３

０
０
）
で
は
、

生
活
習
慣
病
予
防
の

啓
発
の
た
め
糖
尿
病
、

高
血
圧
、

高

脂
血
症
を
対
象
に
教
室
を
開
催
し
ま

す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
＜
だ
さ
い
。

○
糖
尿
病
教
室

・
糖
尿
病
ほ
ど
ん
な
病
気

・
糖
尿
病
と
検
査
値
の
見
万

，
ど
ん
な
食
事
が
理
想
的

日
時
　
１１
月
１８
日
体

午
後
１
時
～
２
時
３０
分

（‐
時
～
‐
時
３０
分
受
付
、

ビ
デ

才
鑑
営
ｃ

場
所
　
浜
日
医
療
セ

ン
タ
ー
カ

ン

⌒

フ
ア
レ
ン
ス

（２
階
）

申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ
先

浜
日
医
療
セ

ン
タ
ー
内
科
外
来

（な
内
線
３
０
１
２
）

○
高
血
圧
教
室

ビ
デ
才

「高
血
圧
と
食
生
活
」
、

減
塩
食
の
工
夫
、

肥
滴
の
予
防

日
時
　
１１
月
９
日
側

午
前
１０
時
３０
分
～
１‐
時
３０
分

場
所
　
浜
日
医
療
セ

ン
タ
ー
カ

ン

フ
ァ
レ
ン
ス

（２
階
）

申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ
先

浜
日
医
療
セ
ン
タ
ー
栄
養
管
理
室

（奮
内
線
２
４
０
０
）

○
高
脂
血
症
教
室

ビ
デ
才

「高
脂
血
症
と
食
生
活
」
、

食
物
価
維
の
働
き
、

店
好
品
に
つ
い

て日
時
　
１１
月
２４
日
側

午
前
１０
時
３０
分
～
１‐
時
３０
分

場
所
　
浜
日
医
療
セ

ン
タ
ー
カ

ン

フ
ア
レ
ン
ス

（２
階
）

申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ
先

浜
日
医
療
セ
ン
タ
ー
栄
養
管
理
室

（な
内
線
２
４
０
０
）

萎

マ
‐

を
‐

ツ
‐

は
轟

轟

簿

ヨ
‐

ユ

ト
‐

四

敗
！

シ
影

い

の
議

す
‐

フ
‐

コ
晶

ヅ
姦

そ
‐

い
‐

ホ

ピ
‐

じ

て

お
‐

シ
‐

で
し

や

力

機
‐

の

で

ぜ
鑑

ぴ

も
イ

《六腸がん横診を受けましよう》
近年、食生活の欧米化などこより大腸がんが急激|こ増カロしています。この機会こ検診を受すましょう |また、大腸が

ん検診ほ1下富3あ流|れltヤ子ってしヽます。提出のみ郵送こなりますので、お間違いのないよう|こお願いします。

結果通矢□(1月中旬)

①検診受付時こ容器を配布

◇検診の流れ◇

（検
査
機
関
）

Ｊ
Ａ
島
根
厚
生
連

② 2日 間採便し、便の容器を返信用封筒|こ入れて

検査機関へ郵送。

(提出期間 :12月 1日 欲)～17日 0)

対象者 :40歳以上  受 診料 :700円

実 施  国 受 付  時  間 場 所

11月30日 欲)

午前 9時 30分～10時 国府公民館

午前10時30分～11時 下有福研修センター

午後 18寺30分～ 28寺30分 石見公民館

年後 3時 ～ 8B寺30分 長沢 2町 内児童館

12月 1日 は)

午前 9時 30分～10時30分 長浜公民館

午前11時～11時30分 長浜商港会館

午後 1時 30分～ 2時 30分 周布公民館

12月 2日 体)

午前 9時 30分～10時30分 農業構造改善センター

午前11時～11時30分 傑日原公民館

午後 1時 30分～ 1時 50の 美川西ふれあしヽセンター (旧美川公民館西分館)

午後 2時 30分～3時 大麻公民館

11月29日個)

～12月3日 Q)
午前 8時 30分～午後 5時

市役所 1階○番窓□

(健康長寿課健康推進係)

13  広 報ほまだ :平成16年11月 1日 暑



温□嗣』
~TF壺

』311操拝1
◆ 日 時 下 表

◆ 場 所 浜 田市民集会所パソコンルーム

◆ 受 講料 無 料 (ただし、指定のテキストを持っていない人ほ購入して<だ さい。)

◆ テ キスト 下 表 (昨年度の浜田市 IT講 習会で使用したテキストと同じです。既に持つている人は持参して

<だ さい。)

◆ 定 員 各 10人 (定員を超えた場合は抽選)

◆ 申 込方法 往 復ほがき|こ、①住所、②氏名、年齢、③電話番暑、④希望コース名、⑤受話希望人数 ・氏名、

⑥指定テキストの有無、⑦マウス操作および文字入力ができるかどうかを明記のうえ、

〒6978501浜田市殿町1番地 浜 田市情報管理課宛|こ申し込んで<だ さい。

◆ 申 込期限 希 望する講座が始まる3週間前必着

◆ 受 講者の決定 各 講座の申込期限の日|こ受講の可否を決定し、返信ほがきで通矢□します。

◆ 問 い合わせ先 浜 日市 IT推 進サポート室 (a② o889)

http://www city,hamada shimane.jp/Kurashi/jouhOu/itsup/sup,him

範 醸鞭    ラ ツ鹸趙       醸 ゴ題や磁さ萎 鰺鞍
○ 出 張訪間サービスの実施 (対象 :65歳以上)

パソコンで困っていることがあれば、有償ボランテイアがご自宅まで伺います。 1時 間1,000円程度の手

間賃と交通費ほ負担してもらいます。

① 初 歩的なパソコン操作に関する無料相談窓回 (毎週水曜日 午 前9時 ～午後6時 )

スタッフ2人 が来場者に直接対応します。 (電話|こよる相談ほ相談日以外|こも受|サ付けています。)

① パ ソコンルームの無料開放

営禾」を目的としない団体が自主的|こパソコン教室を開催する場合、場所と機材を無料で提供します。対象

者が浜日市民であること、受講料が無料であることが条件です。

12・ 1月の日程

科 目 ヨース各 開 催  日 時  間
指定テキスト
|および料金 対 象  者

パソコン入門

(基礎操作と文字入力)
12月9日側、10日Q) 午前 9時 ～正午

はじめよう 1

パソコンとイン

ターネット

無料

どなとでも受

講できます

インターネット

(インターネットと電子メール)
12月13日個)、14日側 午前 9時 ～正午

マウス操作、

文字入力がで

きる人

ワード 文 書作成編
12月16日体)、17日C) 午後 1時30分～4時 30分 テキス トで学ぶ

Word 2000

初級編

2,310円

1月13日m、14日C) 午前 98寺～正午

ワード イラスト挿八表作成編
12月20日個)、21日側 午後 1時 30分～ 4時 30分

1月17日偶)、18日側 午前 9時 ～正午

エクセル 表 作成編集編

12月2日体)、3日(3 午後 6時 -9時

テキス トで学ぶ

Exce1 2000

初級編

2,310円

1月15日位) 午前 9時 ～午後 4時

IPEl 1月20日側、21日C) 午後 1時 30分～ 40寺30分

エクセル 関 数グラフ編

12月6日(月)、7日側 午後 6時 ～ 9時

十月16日lB) 午前 9時 ～午後 4時

IPE2 1月24日個)、25日側 午後 18寺30分～4時 30分

ほがき作成

(ワード2000で年賀状)

12AP 12月2団体)、3日位) 午前 90寺～正午
(市伯或テキスト)

無料

ワー ドを理解

している人
12月4日(ll、5日(日) 午前 98寺～正午

12月6日(月)、7日側 午後 1時30分～48寺30分

広報はまだ :平成16年11月 1日暑 14



車■

電
化
キ
，
テ
ン

体
験
ク
ッ
キ
ン
グ
！！！

①
料
理
教
室

１１
月
９
日
側
、

１２
日
０
、

帽
日

側
、

勢
日
側

午
前
９
時
５０
分
～
午
後
１
時

募
集
　
開
催
日
ご
と
ほ
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り

圃

無
料

①
ケ
ー
キ
作
り

１１
月
２８
日
０

午
前
１０
時
～
午
後
１
時

講
師
　
東
喜
久
雄
さ
ん

（ポ
ム

・
ア

ン
・
ク
ル
ー
ト
）

（周
）
‐５
人

申
込
締
切
日
　
１１
月
１２
日
０

１
、
０
０
０
円

中
国
電
力
冊
浜
国
営
業
所
４
階

料
理
教
室

中
国
電
力
仰
浜
日
営
業
所
エ
ネ

ル
ギ
ー
営
業
担
当

谷

②
ｌ
３
２
０
）

１１
月
ぃ
肘
山
学
級
！！

対
象
　
市
内
で
６０
歳
以
上
の
人

２
日
　
ち
ぎ
り
絵
教
室

１０
日
　
園
芸
教
室

‐１
、

‐２
日
　
胞
芸
教
室

‐１
、

‐８
日
　
舞
踊
教
室

‐２
日
　
圭
口道
教
室

‐７
日
　
立日
楽
教
室

時
間
　
土口
楽
、

舞
踊
は
午
前
１０
時
か

ら
、

そ
の
ほ
か
は
９
時
３０
分
か
ら

市
社
会
福
祉
協
議
会

容

②
０
０
９
４
）

シ
エ
ア
ネ
ツ
ト
は
ま
だ

パ
ソ
コ
ン
講
座

対
象
　
ン
エ
ア

・
内
容

１１
月
セ
日
０
　
ベ
イ
ン
ト

ーー
月
２６
日
０
　
メ
ー
ル
送
受
信

毎
回
午
前
９
時
～
正
午

い
わ
み
―
る
４
階
パ
ソ
コ
ン
研

修
室

申
込
方
法
　
往
復
ほ
が
き
に
住
所
、

氏
名
、

年
齢
、

開
催
日
、

講
座
名

を
記
入
し
申
し
込
ん
で
＜
だ
さ

い
。

ん

（〒
６
９
７

‐
０
０
３
５
　
杉

一戸
町
２
３
４
５

１
８
　
ａ
②
３
了

６
３

・
夜
間
）

鯨
繋
鋼
嗣騨
評

再
就
職
活
動
の
体
験
談
や
め

な
知
識

・
情
報
収
集
の
方
法
、

援
訓
練
な
ど
、

効
果
的
・効
率

な
求
職
技
術
を
習
得
す
る
機
会

提
供
す
る
も
の
で
す
。

県
内
居
住
者
で
求
職
活
動
中

人‐２
月
７
日
側
、
８
日
ｍ

一副

１０
時
～
午
後
４
時

い
わ
み
―
る

３
０
１
研
修
室

無
料

４０
人

□団□午□の要を的面要容

（

申
込
方
法
　
働
る
る
さ
と
島
根
定
住

財
固
ま
で
直
接
電
話
、

ま
た
は
申

し
込
み
用
紙
に
記
入
の
上
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
申
し
込
ん
で
＜
だ
さ
い
。

申
込
締
切
日
　
セ
月
３
日
０
先
着
順

ふ
る
さ
と
島
根
定
住
財
固
西
部
分

室

（
奮
④
ｌ
６
０
０
、
　
　
１
６

３
０
）

‐２
月
！Ａ
ソ
コ
ン
研
修
講
座

！！
！！！！！！！！

①
ワ
ー
ド
や
エ
ク
セ
ル
で
い
る
ん
な

カ
ー
ド
を
作
っ
て
み
よ
う
！

（初

級
者
）

１
日
側
～
３
国
０

午
後
１
時
３０
分
～
４
時
３０
分

９
０
０
円

（テ
キ
ス
ト
代
６
０

０
円
別
途
必
要
）

○
エ
ク
セ
ル
で
来
年
の
カ
レ
ン
ダ
ー

と
家
計
簿
を
作
ろ
う

（初
級
者
）

８
日
側
～
１０
日
Ｑ

午
後
１
時
３０
分
～
４
時
３０
分

９
０
０
円

○
写
真
付
き
年
賀
状

（初
心
者
）

‐４
日
側
、

１５
日
側

午
後
１
時
３０
分
～
４
時
３０
分

６
０
０
円

□

各
姥
人

い
わ
み
―
る
４
階
パ
ソ
コ
ン
研

修
室

申
込
締
切
日
　
１１
月
劉
日
０
必
着

申
込
方
法
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
往

復
ほ
が
き
で
。

住
所

・
氏
名

・
電

話
番
暑

・
希
望
コ
ー
ス
を
明
記
し

て
申
し
込
ん
で
＜
だ
さ
い
。

フ
ー

（〒
６
９
７

‐
０
０
１
６

野
原
町
１
８
２
６

１
１
　
い
わ

み
―
る
内
　
ａ
②
９
３
４
６
）

丁
洋
岸ｏ
中＼
＼
〓
〓
〓
・　
」〇
す
〇
‐
の
す
一ヨ
∞
Ｄ
①　
Ｏ

【　
」ｏ
＼
Ｏ
Ｏ
＼
∽
Ｏ
↓σ
⊆
＼

録吉図書 (カセットテープ)を パソコン

|こ取り込んでCD図 書を製作します。

対象 パ ソコンの簡単な操作ができ、視覚

障害者が利用する録音図書の編集をしよ

うと思う人

11月11日困 午 前108寺～午後 4時

12日(金)午 後 1時～4時

いわみ一る4階 パソコン研1多室

無料 □ 10人

申込締切日 11月 10日側

□
日

優勢□ 県西部視聴覚障害者情報センター

( a ②9 3 3 4 、[ 日② 9 3 3 5 )

Etta i l:iwami―sk@sx,mira61e,ne. jp

※ 基 礎講座終了後は後日、マンツーマン

の研修を48寺間程度行います。
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○
大
人
の
た
め
の
ア
ク
ア
ス
講
座

「海
の
哺
乳
類
」

海
に
す
お
哺
乳
類
ほ
つ
い
て
、

さ

ま
ざ
ま
な
な
側
面
か
ら
お
話
し
ま

す
。

１１
月
１９
日
俺

午
後
了
時
３０
分
～
９
時
３０
分

郷
人

（高
校
生
以
上
）

○
ア
ク
ア
ス
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル

「
魚
の
彫
刻
を
つ
＜
ろ
う
」

身
近
な
材
料
を
使

っ
て
作
品
を
つ

＜
ろ
う
。

１１
月
ダ
日
位

午
後
１
時
～
３
時

別
人

（ど
な
を
で
も
参
加
で
き

ま
す
）

○
ア
ク
ア
ス
日
曜
講
座

「
万
華
鏡
づ
＜
り
」

１１
月
舞
日
０

午
前
１０
時
～
正
午

３０
人

（ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
。

）

無
料

（申
し
込
み
が
必
要
）

※
　
申
し
込
み
ほ
先
着
順
で
す
。

申
込
方
法
　
①
電
話
で

「
ア
ク
ア
ス

ス
ク
ー
ル
」
ま
で
。

②
ア
ク
ア
ス

ホ

ー

ム

ベ

ー
ジ

吾

ｏ
ミ

曇

呂
覇
砕
黒
・
３
か
ら
。

石
見
海
浜
公
園
ク
ラ
フ
ト
教
室

邑
南
町
の
香
本
の
森
ク
ラ
フ
ト
館

よ
り
講
師
を
お
か
え
、

ハ
ー
ブ
や
ド

ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
、

英
字
新
聞
を
使

っ

た
ち
よ

っ
と
豪
華
な
ク
リ
ス
マ
ス

リ
ー
ス
作
り
を
し
ま
す
。

１１
月
舞
日
０

１
回
日
　
午
前
１０
時
３０
分
～

２
回
目
　
午
後
１
時
３０
分
～

（各
回
１
時
間
３０
分
程
度
）

ア
ク
ア
ス
裏
環
境
ふ
れ
あ
い
館

１
回
１
、
５
０
０
円

※
　
予
約
が
魅
要
で
す
。

セ
ツ
タ
ー

（奮
④
３
６
０
０
）

フ
ア
ミ
リ
■
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
垂

ア
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
は
、

な
ス
ポ

ン
ジ
ン
ャ
ト
ル
と
短
い

ツ
ト
を
使
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

た
で
も
気
軽
区
参
加
し
て
＜
だ

。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

小
学
５
年
生
以
上

１１
月
１１
日
内
、

セ
日
０

後
了
時
～
９
時

周
布
小
学
校
体
育
館

無
料

３０
人

（先
着
順
）

□圃□午□婁武惑写査フ

申
込
締
切
日
　
１１
月
１０
日
側

（谷
内
線
４
５
８
）

空
手
で
鍛
え
て
み
ま
せ
ん
か

体
力

・
精
神

・
礼
節
を
育
成
し
、

正
し
＜
物
事
を
判
断
で
き
る
人
物
の

養
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

年
２
回
の
交
流
大
会
、

合
宿
や
海

外
交
流
な
ど
も
行

っ
て
い
ま
す
。
１

か
月
間
の
俸
験
入
門
が
で
き
ま
す
。

□

・同
毎
週
火
躍
日
　
周
布
公
民
館

毎
週
本
躍
日
　
新
市
公
民
館

ど
ち
ら
も
午
後
了
時
～
９
時

毎
週
日
躍
日
　
午
前
１０
時
～
１１
時

３０
分
　
ァ
ク
ァ
三
隅
Ｓ
Ｓ

日
本
空
手
道
正
晃
会
島
根
支
部

的
場
信
也
さ
ん
（ａ
０
９
０
１
７
５

０
４
１
７
５
３
１
）
、

長
谷
忠
さ
ん

（
奮
０
９
０
１
８
８
６
１
１
４
５
８

９
、

な
②
３
９
１
３
）

３
Ｂ
体
操
・
Ｈ
月
の
予
定

【
ベ
ビ
ー
と
マ
マ
の
３
Ｂ
体
操
】

対
象
　
生
後
３
か
月
か
ら
１
歳
ま
で

の
赤
ち
ゃ
ん
と
そ
の
お
母
さ
ん

午
　
石
見
武
道
館

【親
子
３
Ｂ

（ひ
よ
こ
教
室
こ

〔Ｕ
〔
図

‐４
３
０
　
午
前
１１
時
１０
分

～
午
後
０
時
１０
分

ベ
ア
ー
レ
浜
日

１
回
各
５
０
０
円

※
　
運
動
の
で
き
る
服
装
。

※
　
ほ
じ
め
て
の
人
は
な
る
べ
＜
申

し
込
み
を
し
て
＜
だ
さ
い
。

対
象
　
１
歳
前
後
か
ら
未
就
園
児
の

□

石
川
美
智
子
さ
ん

団日午□筆セ霊写カ
２０
人

（定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り
）

橋
本
さ
ん

（ａ
②
ｌ
２
４
１
）

子
ど
も
と
保
護
者

～
１０
時
４５
分
　
石
見
武
道
館

【キ
ッ
ズ
３
Ｂ
】

対
象
　
３
歳
～
就
学
前
の
子
ど
も

容

④
ｌ
７
８
こ

イ
ン
グ
！リ
ッ
シ
ュ
サ
・ロ
ン

ナ
ダ
出
身
の
エ
マ
エ
ュ
エ
ル

・

ン
ソ
ワ
さ
ん
に
、

簡
単
な
英
語

化
や
生
活
習
慣
ほ
つ
い
て
お
話

も
ら
い
ま
す
。

ネ
イ
テ
ィ
ブ
な

ほ
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

１１
月
ダ
日
仕

後
１
時
～
２
時
３０
分

浜
日
市
民
集
会
所

１
０
０
円

（会
員
無
料
）

（日
三
陽
一
毎
週
月
躍
日
（祝
日
以
外
）

午
後
４
時
２０
分
～
５
時
刻
分

ペ
ア
ー
レ
浜
田

【
ペ
ア
ー
レ
日
曜
３
Ｂ
体
操
】

対
象
　
成
人

創業 ・経営改革セミナー

衛星通信を禾」用して全国各地の受信会場|こリアルタ

イムで配信するセミナーです。

倉」業や新分野進出|こ必要な基礎知識や情報を提供す

るととも|こ、実践|こ役立つ経営戦路、法務、資金調

達、人材活用のノウハウなどあらゆる視点からの最新

情報をわかりやす<紹 介します。

第17回 11月 4国 休)

売れる仕組みはこう作る マ ーケテイング

第18回 11月 11日体)

産学連携 「現場」でつながる地域と大学

第19回 11月 18日側

起業家パネルデイスカツション 新 米社長の倉」業窪

闘言己

第20回 11月 25日 体)

これをしなきや社長じやない 経 営のための矢□識

配信時間 午 後 6時 30分～ 88寺

hitp://www ehdo go 」p/sh ittane/)
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=在ト

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

第
２
回
高
齢
者
回
碁
大
会

初
め
て
の
人
も
参
加
で
き
ま
す
の

で
お
申
し
込
み
＜
だ
さ
い
。

対
象
　
市
内
在
住
の
６０
歳
以
上
の
人

１１
月
１９
日
０

受
付
　
午
前
９
時

開
会
　
午
前
９
時
３０
分
～

終
了
　
午
後
４
時
３０
分

市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

５
０
０
円

（当
日
受
領
）

圃
〕
４５
人

※
　
当
国
の
代
理
出
席
は
認
め
ま
せ

ん
の
で
ご
了
承
＜
だ
さ
い
。

申
し
込
み
　
１１
月
５
日
０
か
ら
電
話

お
よ
び
来
所
で
受
け
付
け
ま
す
。

（円
Ｘ
剛
一
市
社
会
福
祉
協
議
会

公

②
０
０
９
↓

第
４６
回
！ふ！！
る
さ
と
揮
世
紀
行

！
！
！

弥
栄
村
小
坂
地
区
で
探
検
ウ
オ
ツ

チ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。

連
続
縦
堀
の

あ
る
中
世
の
山
城
千
穂
山
城
跡
や
、

吉
川
元
春
の
軍
勢
が
陣
を
橋
え
た
と

伝
わ
る
陣
ケ
原
。

晩
秋
の
山
里
の
風

情
を
楽
し
み
な
が
ら
散
策
し
ま
し
よ

一つ
。

１１
月
劉
日
０
　
午
前
９
時
に
弥

栄
村
長
安
本
郷
の
弥
栄
村
役
場
前

に
集
合
。

正
午
ご
ろ
ま
で
散
策
。

雨
天
中
止
。

準
備
　
山
歩
き
の
で
き
る
靴
で
参
加

し
て
＜
だ
さ
い
。

資
料
代
を
負
担

し
て
＜
だ
さ
い
。

下
村
明
雄
さ
ん

（午
後
５
時
以

降
奮
０
９
０

‐
７
１
３
１

‐
９
６

３
７
）

み
ん
な
！で
子
育
て
■

朝
護
側轟
能
瀞

内
容
　
落
ち
葉
プ
ー
ル
、

ど
ん
ぐ
り

こ
ま
、

落
ち
葉

・
本

の
実

ア
ー

ト
、

落

ち

葉

フ

ア

ツ

シ

ョ

ン

シ
ョ
ー
、

絵
本
読
み
語
り
。

食
事

は
山
菜
お
こ
わ
、

シ
ジ
ミ
汁
、

い

も
の
お
や
つ
。

対
象
　
親
子
３０
組
程
度

１１
月
１８
日
側

　

午
前
１０
時
～

午
後
１
時
３０
分

（自
由
解
散
）

海
の
見
え
る
文
化
公
園

（悶
天

の
場
合
ほ
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「す
＜
ヴ
＜
じ

日

お
と
な

５
０
０
円

２
才
以
上
　
　
　
　
２
０
０
円

申
込
締
切
日
　
１１
月
１０
日
側

浜
日
・
那
賀
セ
ン
タ
ー

（ａ
・囲

食υ
つじ
・０
）
食Ｕ
、

　
ロ
ー
ヨ
Φ
一
一
”〇
く
い
本
Ｏ
‐

〇
丁
∞
⊃
〇
丁
∞
　
α
一〇
⊃
・
⊃
①
。　
」０
）

ヽ
輔
ノ

地
域
通
貨
Ｈタ
ス
キ
ー
く
ら
ぶ
」

入
会
者
募
集

・
説
明
会

①
２
期
目
入
会
者
募
集

募
集
期
間
　
１１
月
１
日
∩
～
３０
日
側

年
会
費
　
２
、
０
０
０
円

保
険
料
　
３
０
０
円

（学
生
ほ
別
料
金
）

※
　
タ
ス
キ
ー
券
１０
枚
と
メ
三
ュ
ー

リ
ス
ト
が
届
き
ま
す
。

入
会
期
間

平
成
１７
年
１
月
～

（１
年
間
）

○
説
明
会

１１
月
郷
日
ω

午
後
１
時
３０
分
～
３
時

い
わ
み
ぷ
ら
っ
と

（
ン
テ
ィ
パ

ル
ク
浜
日
２
階
）

（Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
お
や
こ
劇
場
浜

日
・
那
賀
セ
ン
タ
ー
内
　
ａ
・囲

⑬
６
３
９
６
）
吾
８
”ミ
〓
〓
〓
百

〇
〇
Ｄ
　
⊃
①
・
」０
＼ｔ
市∞
∽
⊂
本
①
く
＼

農
山
漁
村
パ
ー
ト
ナ
■
シ
ツ
プ

の
つ
ど
い
ｉｎ
は
ま
だ
！
！

農
山
漁
村
区
お
け
る
男
女
共
同
参

画
の
推
進
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。

内
容
　
活
動
事
例
発
表

講
演
　
支
性
が
主
役
―
食
の
文
化

祭
―

講
師
　
結
城
登
美
雄
さ
ん

（民
俗

研
究
家
）

浜
日
地
方
食
の
文
化
祭
展
示
、

農

産
物
な
ど
の
即
売
な
ど

１１
月
梵
日
０

午
前
１０
時
３０
分
～
午
後
３
時
３０
分

市
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー

２
０
０
円

申
込
締
切
日
　
１１
月
１０
日
側

（先
着

順
）

※
　
詳
し
＜
ほ
お
問
い
合
わ
せ
＜
だ

さ
い
。

地
域
指
導
グ
ル
ー
プ

公

０
５
６
１
９
）

は
が
　
　
　
　
　
！！

全
国
■
一と
ア
ス
ト
作
品

誰
か
に
想
い
を
伝
え
る
も
の
を
短

歌
形
式

（五
七
五
七
七
）
で
詠
み
応

募
し
ま
せ
ん
か
。

対
象
　
ど
な
た
で
も
応
募

で
き
ま

す
。

応
募
方
法
　
は
が
き
区
縦
書
き
で
、

作
品
と
そ
の
宛
先

（父
へ
、

母
ヘ

な
ど

「○
○
へ
」
と
前
書
き
す
る
）

を
書
き
、

住
所
、

民
名
、

年
齢
、

性
別
、

電
話
番
暑
を
明
記
し
て
送

付
。

応
募
締
切
日
　
１１
月
３０
日
側

（当
日

消
印
有
効
）

憂
媛
県
松
山
市
道
後
公
園
１
‐
３０

子
規
記
念
博
物
館
内
「
ほ
が
き
歌
」

全
国
コ
ン
テ
ス
ト
係

（ａ
０
８
９

，

９

３

１

‐

５

５

６

６

、

　

０

８

９

１
９
３
４

ｉ
３
４
１
６
）

国
府
商
工
ま
つ
り
　
！

内
容
　
物
産
品
販
売

・
飲
食

・
大
地

選
会

・
ブ

ー
ブ

ー
鍋

・
石
見
神

楽

・
園
児
遊
戯

・
ビ

ン
ゴ
ゲ

ー

ム

・
タ
イ
ム
サ
ー
ビ
ス

・
も
ち
ま

き
　
な
ど

１１
月
７
日
０
　
午
前
９
時
～
午

後
４
時

（雨
天
決
行
）

□

国
府
体
育
館

臨
時
離
車
場
　
国
府
小
学
校
校
庭

国
府
商
工
会
（容
④
０
１
０
９
）

11月講演会|
『これからのまちづくり』

講師 日 嶋義介さん (県 立大学教授)

11月4日 側 午後 7時 ～ 8時

浜日三ユーキヤツスルホテル

浜日ライ才ンズクラブ事務局

(attD3 7 5 9、E□に97727)
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= 問しヽ合わせ先



団□※ 秋
期
特
別
展

「郷
土
　
　
展
」

を
開
催
し
ま
す
　
！

こ
の
度
の
特
別
展
で
は
、

館
蔵
品

約
５
５
０
点
の
長
浜
人
形
を

一
同
区

展
示
す
る
と
と
も
に
伏
見
人
形
、

博

多
人
形
も
展
示
し
ま
す
。

ま
た
、

長

浜
人
形
区
ほ
江
戸
時
代
の
永
見
巖
な

ど
製
作
者
の
明
ら
か
な
も
の
も
含
ま

れ
て
お
り
、

学
術
的
に
も
美
術
的
に

も
興
味
深
い
も
の
で
す
。

ぜ
ひ
郷
土
人
形
の
世
界
を
お
楽
し

み
＜
だ
さ
い
。

‐２
月
２７
日
∩
ま
で

午
前
１０
時
～
午
後
４
時

休
館
日
ほ
毎
週
火
躍
日
で
す
。

石
見
安
達
美
術
館

（久
代
町
）

大
入
　
　
　
５
０
０
円

学
生
　
　
　
２
０
０
円

小
学
生
　
　
１
０
０
円

※
　
毎
週
土
躍
日
ほ
小
学
生
～
大
学

生
は
無
料

□

働
石
見
安
達
美
術
館

谷

②
ｌ
９
２
０
）

第
２７
回
島
根
県
立
体
育
館
建
設
記
念

島
根
県
体
操
競
技
大
会

県
内
の
体
操
競
技
を
志
す
小

・

中

。
高
校
生
が

一
同
区
会
し
、

技
と

力
と
美
し
さ
を
競
い
合
い
ま
す
。

１１
月
１４
日
０

開
会
式
　
午
前
９
時
郷
分

競
技
開
始
　
１０
時

県
立
体
育
館

（円
頁
剛
一
建
設
記
念
体
操
競
技
大
会

事
務
局
　
（県
立
体
育
館
内

容
①
ｌ
２
０
１
）

！
！

市
民
人
権
講
座
　
！！

ど
な
た
で
も
気
軽
ほ
参
加
し
て
＜

だ
さ
い
。

演
題

「ふ
れ
あ
い
人
権
噺

首
一一の
笑

い
は
平
等
な
心
か
ら
」
～
１
０
０
人

お
っ
て
、
１
人
で
も
２
人
で
も
イ
ヤ

な
思
い
を
す
る
笑
い
な
ら
、

そ
れ
は

本
当
の
実
い
や
な
い
～

～
９
時
　
浜
日
公
民
館

１１
月
１６
日
側
　
午
前
１０
時
～
正
午

国
府
公
民
館

講
師
　
桂

文
福
さ
ん

（上
方
落
語

一

孝S  ネL
社会を明る<す る月間|こは、市民の巻さ

んから温かい愛の募金のご協力をいただき

感謝申し上げます。

今年度も更生保護施設をはじめ、関係団

体|こ愛の図書ならび|こ愛の募金を送らせて

いただきました。

ご報告|こあわせ厚<お ネし申し上十ずます。

浜田地区更生保護女性会

会長 佐 々木潤子

家
）
、

千
日
や
す
し
さ
ん
（腹
話
術

師
、

応
援
出
演

浜

日
公
民
館

（奮
②
９
３
５

８
）
、

国
府
公
民
館
（ａ
④
ｌ
２
了

０
）
、

人
権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン

タ
ー

（ａ
内
線
２
６
０
）

浜
る
　ヽ
　
環
！■
！

テ
ー
マ

唇
汁、
の
　
写
３
＜
　
浜
ろ
う
祭
！

―
最
高
の
文
化
祭
Ｅ
Ｉ
Ｉ

今
年
も

「浜
ろ
う
文
化
祭
」
を
開

催
し
ま
す
。

私
た
ち
の
劇
や
音
楽
発

表
を
見
ほ
来
て
＜
だ
さ
い
。

ま
た
、

日
ご
ろ
の
授
業
で
作

っ
た
作
品
の
展

示
や
販
売
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
バ
ザ
ー
、

食
堂

や
喫
茶
、

さ
ら
に
補
聴
器
の
展
示
や

体
験
、

聴
力
測
定
な
ど
盛
り
だ
＜
さ

ん
の
企
画
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

み

な
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

　
※
　
駐
車
場
あ
り

１１
月
２‐
日
０

午
前
９
時
郷
分
～
午
後
２
時
３０
分

浜
日
ろ
う
学
校

（な
④
０
１
４

６
、

囲
④
２
０
６
３
）

丁
岸
汁
ｏ
い＼
＼
〓
〓
〓
　
の
す
一ヨ
Φ
⊃
①
一
。
①
α
　
」０
＼

丁
∞
ヨ
め
Ｏヽ
⊆
＼

は
ま

よ

う

ま

つ
り

！

日
ご
ろ
の
学
習
の
成
果
を
発
表
す

る
こ
と
と
、

地
域
の
人
と
の
ふ
れ
あ

い
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。
１
日
目

ほ
本
校
生
徒
Ｅ
よ
る
神
楽
上
演
、
２

日
目
ほ
学
習
発
表
を
行
い
ま
す
。

ど

う
ぞ
お
出
か
け
＜
だ
さ
い
。

１１
月
牙
日
０

午
前
９
時
３０
分
～
正
午
、

郷
日
０

午
前
９
時
３０
分
～
午
後
２
時
４０
分

※
　
２８
日
午
後
か
ら
は
各
種
模
擬
店

も
あ
り
ま
す
。

□

浜
日
養
護
学
校

（奮
④
２
２
０
０
）

浜
日
公
民
館
の
講
座
受
講
者
と
利

用
サ
ー
ク
ル
が
学
習
の
成
果
を
発
表

し
ま
す
。

多
数
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

１１
月
２‐
日
０

午
前
９
時
２０
分
～
正
午

□

浜
日
公
民
館

内
容

民
謡
、

詩
崎
、

三
味
線
、

フ
オ
ー
ク
ダ

ン
ス
、

手
話
、
３
Ｂ

体
操
な
ど
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
予

定
し
て
い
ま
す
。

（円
Ｘ
剛
ヤ
浜
田
公
民
館

谷

②
９
３
５
８
）

２
０
０
！４

日
本
石
見
　
　
大
会

市
内
の
セ
社
中
が
出
演
し
ま
す
。

肇
麗
な
舞
を
み
な
さ
ん
ぜ
ひ
ご
覧
＜

だ
さ
い
。

１１
月
２‐
日
個

午
前
９
時
３０
分
～

石
央
文
化
ホ
ー
ル
　
大
ホ
ー
ル

大
人
　
前
売
り
１
、
５
０
０
円

当
日
　
１
、
８
０
０
円

小

・
中

・
高
校
生

前
売
り
　
　
５
０
０
円

当
日
　
　
　
８
０
０
円

※
　
障
害
者
割
引
　
い
ず
れ
も
３
０

０
円
引
き

（手
帳
掲
示
魅
要
）

商
工
観
光
課

（
奮
内
線
２
２
９
）
、

観
光
協
会

（
ａ
②
ｌ
０
８
５
）

花
如
”
打
県
民
芸
珊
劇
場

妻　弾推斬略影罷転ダベ～

ジ
ャ
ン
・
ジ
ェ
ン
ホ
ワ
さ
ん
に
よ

る
三
胡
、

そ
の
ほ
か
中
国
琵
琶
、

揚

琴
の
す
ば
ら
し
い
演
奏
を
ぜ
ひ
ご
鑑

賞
＜
だ
さ
い
。

１１
月
ダ
国
仕

開
場
　
午
後
６
時

開
演
　
６
時
３０
分

世
界
こ
ど
も
美
術
館
３
階
多
目

的
ホ
ー
ル

一
般
　
　
　
　
１

小

。
中

・
高
校
生

※
　
未
就
学
児
ほ
無
料

、
０
０
０
円

５
０
０
円

チ
ケ
ツ
ト
取
扱
所
　
教
育
委
員
会
、

世
界
こ
ど
も
美
術
館
、

石
央
文
化

ホ
ー
ル
、

右
西
県
民
文
化
会
館

教
育
委
員
会
文
化
振
興
課

（奮
内
線
４
６
４
）

※
　
当
日
ほ
購
入
さ
れ
た
テ
ケ
ッ
ト

で
こ
ど
も
美
術
館

で
開
催
中

の

「第
８
回
浜
日
こ
ど
も
ア
ン
デ
パ

ン
ダ

ン
展
」
も
観
覧
で
き
ま
す
。

広報ほまだ :平成16年11月 1日暑



11月6日 0終 日と7日 (日)午後 10寺

までカーリング貸し切りのため一般利

用はできません。ご了承<だ さしヽ。

サン ・ビレツジ浜日

( a ④1 3 0 0 )

隷
ブ
要
〓

講
師
　
辛
坊
治
郎
さ
ん

翁
ズ
ー
ム
イ
ン
Ｈ
Ｓ
∪
Ｐ
Ｅ
Ｒ
！
」

新
聞
ナ
ナ
メ
読
み
で
あ
な
じ
み
の

読
売
テ
レ
ビ
解
説
委
員
）

１１
月
１３
日
０

午
後
４
時
～
５
時
３０
分

石
央
文
化
ホ
ー
ル

日

無
料

※
　
ど
な
た
で
も
気
軽
に
来
場
し
て

＜
だ
さ
い
。

浜
日
青
色
申
告
会

谷

②
３
０
２
５
）

ヘ

新
型
住
宅
ロ
ー
ン

住
宅
金
融
公
庫
に
よ
る
証
券
化
を

活
用
し
た
長
期
固
定
金
利
型
の
新
型

住
宅
□
―

ン
が
創
設
さ
れ
て
い
ま

す
。

従
来
の
住
宅
□
―
ン
に
比
べ
次

の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

①
５
つ
の
特
徴

。
最
高
５
、
０
０
０
万
円

（住
宅

・

土
地
取
得
費
の
８
割
）
ま
で
借
り

ら
れ
ま
す
。

・
返
済
が
終
わ
る
ま
で
金
利
ほ
固
定

さ
れ
ま
す
。

・
耐
久
性
な
ど
の
住
宅
の

「質
」
を

確
保
し
て
い
ま
す
。

・
保
証
人
は
魅
要
あ
り
ま
せ
ん
。

・
繰
上
返
済
お
よ
び
返
済
方
法
変
更

手
数
料
が
無
料
で
す
。

※
　
詳
し
＜
ほ
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
を
ご

覧
＜
だ
さ
い
。

す
汁
一ｏ
「＼
＼
〓
〓
〓
　
」＜⊂
本〇
⊆　
∞
〇
。
」０

□

住
宅
金
融
公
庫
中
国
支
店
　
広

報

・
住
情
報
相
談
担
当

（な
０
８

２

‐
２
２
１

‐
８
８
７
７
）

n
第
５５
回
浜
田
市
文
化

環
瑚
慣
行
事

①
浜
田
ホ
ト
ト
ギ
ス
俳
句
大
会

１１
月
７
日
０

午
前
１０
時
～
午
後
４
時

市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

市
文
化
協
会

容

⑬
６
４
５
３
）

①
山
光
会

（石
見
地
区
）
展
覧
会

１１
月
１９
日
０
～
劉
日
０

午
前
９
時
～
午
後
５
時

（別
日
は
３
時
ま
で
）

サ
ン
マ
リ
ン
浜
日

東
光
会
山
陰
支
部
山
光
会
石
見

部
代
表
　
中
本
征

一
郎
さ
ん

（奮
０
８
５
５
⑬
０
４
９
２
）

相続、金銭トラブル、土地問題などであ悩みの人ほ

どなたでもご相談<だ さい。

11月15日働 午 前10時～午後3時 (受付ほ30分前)

□ 浜日市民集会所

担当 弁 護±2人

浜日地区労働者福祉協議会

(中国労働金庫内否②0431)

ご
厚
志
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

（敬
称
略
）

◎
市
社
会
福
祉
事
業
基
金
へ
　
▽
河

内
町

江
本
久
則

▽
宇
野
町

佐
々

本
良
泊
　
▽
広
島
市
西
区
　
升
島
努

▽
内
日
町
　
福
原
ヒ
サ
コ
　
▽
内
村

町

佐
々
本
恵
美
子
　
▽
治
和
町

梶
原
勉

◎
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
　
▽
長
沢

町

坂
本
登
志
男

▽
宇
野
町

佐
々

本
良
治
　
▽
松
原
町
　
市云
津
雪
子

▽
三
階
町
　
長
日
ミ
サ
子
　
小
川
隆

一石
　
▽
元
浜
町
　
川
崎
百
子
　
佐
々

日
啓
子
　
▽
西
村
町
　
長
極
巌
　
▽

北
九
州
市
小
倉
北
区
　
大
屋
和
子

▽
周
布
町
　
主円
木
昭
義
　
▽
真
光
町

徳
原
美
子
　
▽
殿
町
　
岡
垣
美
穂
子

◎
自
治
会
な
ど
へ
　
○
上
府
＝
▽
上

府
町
　
佐
々
木
重
盛
　
○
周
布
２
Ｈ

▽
周
布
町
　
圭再
本
昭
義
　
○
周
布
原

井
＝
▽
周
布
町
　
主同
本
昭
義
　
○
汐

入
団
地
＝
▽
広
島
市
西
区
　
升
島
努

○
松
羽
＝
▽
内
村
町
　
佐
々
木
恵
美

子
　
○
下
内
田
＝
▽
内
日
町
　
福
原

ヒ
サ
コ
　
○
下
府
５
＝
▽
下
府
町

川
崎
宏
　
○
河
内
＝
▽
河
内
町
　
江

木
久
則

○
松
原
２
＝
▽
松
原
町

雲
津
雪
子
　
○
唐
鐘

＝
▽
国
分
町

尾
日
キ
ク
ヱ
　
○
唐
鐘
６
＝
▽
国
分

町
　
尾
日
キ
ク
ヱ
　
○
宇
野
＝
▽
宇

野
町
　
佐
々
本
良
治
　
○
宇
野
西
＝

▽
宇
野
町
　
佐
々
木
良
治
　
○
元
浜

１

・
２

・
３
＝
▽
元
浜
町
　
佐
々
日

啓
子

◎
公
民
館
な
ど
へ
　
○
西
村
２
＝
▽

西
村
町
　
長
松
巌
　
○
大
麻
＝
▽
西

村
町
　
長
ほ
巌
　
〇
三
階
＝
▽
三
階

町
　
小
川
隆
示
　
長
日
ミ
サ
子
　
○

牛
谷
＝
▽
内
村
町
　
一二
浦
勝
志
　
○

上
府
久
畑
＝
▽
上
府
町
　
佐
々
木
重

盛
　
○
唐
鐘
Ｈ
▽
国
分
町
　
尾
日
キ

ク
ヱ

◎
た
ん
ぼ
ぼ
の
里
へ
　
▽
元
浜
町

佐
々
日
啓
子

◎
消
防
下
府
分
団
へ
　
▽
下
府
町

古
川
知
之

◎
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
　
▽
仙
茶

道
一異
千
家
淡
交
会
第
４‐
□
山
陰
地
区

大
会
　
▽
し
あ
わ
せ
会
　
▽
櫨
原
町

動
本
延
久

◎
公
民
館
な
ど
へ
　
○
西
村
２
＝
▽

西
村
町
　
辻
野

一
二
代

◎
た
ん
ぽ
ぽ
の
里
へ
　
▽
長
浜
町

後
藤
繁
雄
　
▽
長
浜
民
生
児
童
委
員

協
議
会
　
▽
港
町
　
佐
々
本
正

◎
松
風
園
へ
　
▽
西
村
町
　
長
松
美

千
子
　
江
里
キ
ミ
コ
　
中
村
勇
　
原

田
喜
志
　
佐
々
木
博
雅

◎
夕
陽
ヶ
丘
へ
　
▽
津
摩
町
　
松
本

松
雄

◎
熱
田
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
積

▽
熱
日
町
　
津
枝
ン
ズ
ヱ
　
村
上

子◎
市
郷
土
資
料
館

へ
　
▽
竹
迫
町

佐
藤
末
昭
　
▽
杉
戸
町
　
岡
田
安
晴

他

寄

19 広 報ほまだ :平成16年11月 1日暑 □
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松風園では、自治会の力強い協力を得

て、隣地の荒れ果てていた休耕日を文日とし

て整備 し、利用者の 「いきがい農園」とす

ることとしました。

9月 12日(日)午前 了時より10時までの 3時

間、地元自治会の有志31人が奉仕作業を行

い、荒廃 してしヽた休耕日ほ文日|こ蘇 りまし

た。地元自治会の結束力と底力こ感謝しま

す。

問い合わせ先 極 風園 (a② lo25)

▲
▲

▼
▲

▼                                         ▼

▲                                         ▲
●― ― ・"‐‐‐ ・― ‐・>‐ ・卜‐― 。い一‐ Ⅲトー ●

※
こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
利
用
し
て
い
ま
す
ｃ

この秋、市内で ツ`キノワグマの目

撃情報が発生してしヽます。 ツ`キノワ

グマほ本来おとなしい性質ですが、

他県で よ人9被 害も発生 していま

す。被害を未然|こ防ぐため、次のこ

とに注意して<だ さい。

①被害にあわないために
・登山、渓流釣り、早朝 ・ダ方の外出、山林作業など、クマと

道遇するおそれのあるときはワマ除け鈴やラジ才などきの出

るものを携行すること
・山林に入るときほ二人以上で行動すること
,残飯や生ゴミを放置したり、捨てたりしないこと
。家の周辺|こミツバチの巣を発見した場合ほ撤去すること
・栗や柿などの果樹を栽培している場合は、トタンの巻きつ|す

を行うなど被害の防止対策をすること

①もし出会ってしまったら
・遠<|こクマを見つけたら、束」激しないよう|こあわてず騒がず

|こ静か|こ立ち去りましよう。
・子グマを見かけた場合、親グマが近<|こしヽる危険がありま

す。速やか|こ安全なところへ立ち去りましょう (子連れのク

マほ危険ですD。
・クマがこち引こ気づいた場合、大声でlllんだり、石などを投

げつけたりしてはいけません。逃|ザるものをとつさこ追う習

性がありますのであわてて走らないよう|こしましょう。
・近づいてきた場合は、クマの気をそらすため、リュツクや手

荷物などをそつと置き、ゆつ<り あとずさりしながら立ち去

りましょう。

クマ|こ出会つて落ち着いて行動することは難しいのが現実で

す。被害|こ遭わないためこまず出会わない工夫をしましよう。

問い合わせ先 農 林課農林振興係 (a内線 234)

くらし②けb   ド
○火災のテレホンサービス い ④ 4343)

○子どもと家庭電話相談室 (ao120-258-641)

○体日応急診療 日 躍日 ・祝日/100寺～168寺/市役所地階 休

日応急診療所

○行政 ・人権棺談 水 躍日/10時 ～15時/市役所 4階 401会議

室

○消費生活相談 月 ～金躍日/環境課

○総合相談 月 躍日/10時 ～15時/総合福祉センター (野原町

8591、 a② oo68)

○法律相談 金躍 日/103寺～168寺/石 見法律相談 センタ ー

(市役所日町分室内、奮②4514)※ 要予約

○交通事故相談所開設日 火 ,水 ・金躍日 (23日を除<)お

よび 1日 ・8日 ・15日 ・22日の月l~2日/9時 ～16時/いわ

み一る 2階

※ 弁 護士|こよる無料相談 (要予約)第 3水 躍日/13時 15分～

14時45分/予約 ・連絡先 《浜田支所な② 9942、 松江本

所ao852② 5102・ 6509(FAX兼 用)》

○こころの健康相談 11月 15日(月)/133寺～158寺/浜日健康福祉

センター高齢者障害者支援グループ

(片庭町、な05550)へ 電話で申し込みがら要。

○青少年サポートはまだ 容 0120-783-419/月
～土l~2日(祝日は休み)/108寺～18時

○高齢者 ・障害者相談 ※ 相談ほ無料

相談日 周 ～土躍日 98寺～16時(第4土躍日・祝日は休み)

専門相談 弁 護士 ・司法書士 ・精神科医 ・臨床心理士 ・

社会福祉士など|こよる相談。※要予約

県高齢者 ・障害者総合相談センター (いわみ一る2階)

ンルブヾ-110番 a② 9337

障害者110番 a② 9338、 □ ②9339

※ 手 話通訳 ・要約筆記の必要な人はFAXな どで連絡

○外国人に関する無料法律相談

第4水躍日/13時～16時/しまね国際センター西部支所

(熱日町2135-2浜日ボードセンター内、a② 7456)

※ 要 予約

※ 一 般相談もあります。(月～金躍日 9時 ～17時)

広報ほまだ :平成16年11月 1日暑


